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様式第 1号 
会 議 録 

会議の名称 令和４年度 第２回生涯学習推進センター運営協議会 

開催日時 
令和５年２月１７日（金）午後２時００分～３時００分 

（閉会後、約３０分の冬季企画展見学） 

開催場所 所沢市生涯学習推進センター １階 エンカウンタールーム 

出席者の氏名 井関義邦、伊藤明芳、糟谷実、川地武、須賀聡 

欠席者の氏名 宮本八惠子 

説明者の職・氏名 なし 

議題 

（１） 生涯学習推進センター事業の進捗状況について 

（２） 意見交換 

「ご自身の活動から見た生涯学習」 

（３） その他 

会議資料 

① 次第 

② 資料１「令和４年度 生涯学習推進センター事業進捗状況」 

③ 資料２「夜間自習室の現状」とチラシ 

④ 冬季企画展チラシ 

⑤ 翔びたつひろば２月号 

担当部課名 

教育委員会 
教育長：中島秀行 
教育総務部長：千葉裕之 
教育総務部次長：皆川博幸 

  教育総務部社会教育担当参事兼社会教育課長事務取扱：吉田謙治 
教育総務部文化財保護課長：稲田里織 
教育総務部生涯学習推進センター 
所長：酒井忠夫、主査：平野清人、主事：永友恵悟 
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様式第２号 
発 言 者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
議長：会長 
 
 
議長：会長 
 
 
 
事務局 
 
 
議長：会長 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
議長：会長 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
委員 
 

◇生涯学習推進センター所長の司会により開会。（１４：００） 
 

◇教育長あいさつ 
  
◇会長あいさつ 
  
その後、会長が議事進行にあたった。 
（傍聴者なし） 

 
会議録の記録方式は要約方式に、確定方法は議長の承認方式とする。 
事務局が書記を務める。 

 
◇生涯学習推進センター事業の進捗状況について 
ここから議事に入ることとし、はじめに、生涯学習推進センター事業の進捗

状況について事務局から説明していただきたい。 
 
生涯学習推進センターの事業の進捗状況について、資料１に基づき説明。 
続いて、夜間自習室の現状について、資料２に基づき説明。 
 
事務局の説明に質問・意見はあるか。 
 
前回の運営協議会で、自習室を設けることによる懸念点も出ていたが、その

点はどうなったか。 
 
グループで利用する子も静かに過ごしており、トラブルはない。小学生は今

回の試行実施では対象ではないが、今後の本稼働へ向け、帰りの安全確保が課
題となる。他市を参考に、小学生の利用時間短縮、お迎えなどを視野に入れて
検討したい。また、子どもたちの意見を聞きながら、運営形態を考えていく。 
 
「親子で体験！野球教室」は、具体的に何を行ったのか。 
 
埼玉西武ライオンズ共催のもと、グラウンドにてライオンズアカデミーの講

師を招いて、投げる、打つの練習の指導と、試合形式の練習を行った。 
 
教育臨床研究エリアでの教育相談が少ない理由はなぜか。 
 
教育臨床研究エリアでは就学相談を主に実施している。教育相談は、教育セ

ンターが主な相談窓口として対応しているため。 
 

◇意見交換「ご自身の活動から見た生涯学習」 
それでは、事務局から意見交換について、趣旨説明をしていただきたい。 
 
意見交換の趣旨について説明。 
 
生涯学習をすすめる所沢市民会議は、高齢化社会の進展に伴い人材の確保が

厳しくなってきている。また、毎月実施する「名人・達人に聞く会」において
も、登壇者の確保が課題となっている。高齢者に頼らず、若い世代含めていろ
いろな世代を取り込んでいきたい。 
 
市民会議のスタッフが足りないのは長年の課題。市民会議の趣旨の中に団体

で経験を積んで、公民館等で地域に生涯学習の輪を広げていくというのがあっ
たが、そもそも今は、市民会議本体が踏ん張れるかどうかが、課題になってい
る。その中で、生涯学習に年齢は関係ない。違う角度から実施するのも一つの
手、学生向けや主婦向けのものでもよいのでは。 
 
後継者がいないというのは、サークル共通の悩みとなっている。いろんな世

代が一緒にやっていくしくみが必要なのではないか。 
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委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
 
委員 

一つの組織が続いていくという考えではなく、「テーマ」が大事なのではな
いか。テーマごとに組織を設立、縮小していけばよいのではないか。私は、最
近神社の氏子をやった中で、お札の意味など様々な勉強をした。これが自分の
生涯学習だと感じた。そこまで実際にやってみる機会、ドキドキワクワクを作
り出すことが課題。公民館は地域の人々が集まって、課題の解決をすることが
大きなテーマだが、生涯学習推進センターは、そういうところに着目できるよ
うなテーマを提案していくことがよいのではないか。一つのテーマを団体がつ
なげていくのではなく、テーマごとの取り組みをしていくことで、新旧交代が
できるのではないか。 
 
私が勤めるセンターでは、ニッチなもの、他の施設ではやっていないことを

やっている。他の施設でやっていることプラスアルファで、「てまかけ、ひと
かけ、ずくかけ

．．．．
」をこころがけている。これにより、差別化し、興味を持って

くれる人が増えるのではないかと考えている。 
 
若い世代をどう取り入れていくかを考えることが重要。いろいろなところと

コラボしながら、課題である後継者を集めていくのも手である。また、ただ単
に人を集めて事業をするのではなく、「～しませんか？」のように、啓発を促
すのも良いのではないか。 
 
私は、自転車が趣味だが、ネットに上がっている狭山湖の夕日の写真が、ど

こで撮影したものなのか探しても分からなかった。それがどこにあるかわかる
と嬉しい。また、電動アシスト自転車のマナーが悪いのも気になっている。警
察と協力して、交通安全教室を開いてみるのはどうか。 
 
啓発は大切である。とりあえずやってみるというところまで、到達していな

い人が多い。私も大学に着任し、初めての公的な委員会が生涯学習をすすめる
所沢市民会議だった。学生がチラシに目を留めないのは、世代間ギャップでは
なくきっかけがないからだ。生涯学習概論という講義を担当しているが、本に
書いてあることだけではなく、実践、見学も取り入れるようにしている。生涯
学習推進センターを訪ねることもあったが、学生のアンケートには、高齢者だ
けの施設ではなかったことを知ったというものもあった。 
また、学内の eスポーツ大会で、学生と 70代の学科長が一緒にゲームをプ

レイしているのを見て、世代間交流の可能性を感じた。例えば、市民会議に学
生が来た際も、良い交流が図れたなど、一緒にやってみるというところまで連
れてくることが大事だと思う。 
とりあえず触れられるところまで連れてくる。その啓発が大事である。 
 
自己啓発、人材育成、他施設でやっていないことにも取り組んでいきたい。

ドキドキワクワクすること、というキーワードが出たが、具体的に何を生涯学
習推進センターで実施すれば「ドキドキワクワク」するだろうか。 
 
焼き団子つくりがいいのではないか。敢えて昔の材料でやってみるのもいい

と思う。 
 
いきものふれあいの里センターでは、「わくわくをつぎつぎと」というキャ

ッチコピーをチラシに掲載するようにしている。例えば生涯学習推進センター
のキャッチコピーがあれば、面白いのではないか。また、やっていることはす
ばらしいことだと思うので、やっていることをわかりやすく見せること、その
見せ方が大切だ。 
 
センターの中で、スタンプラリーのようなものを実施してみてはどうか。こ

の施設を見せるための工夫が必要だと思う。 
 
料理を含めた生活の知恵に関するコンテンツは、関心が高くインターネット

でも人気なので、やってみてはどうか。また、単発講座として、投資詐欺に合
わないための工夫など、学生の注目度の高いテーマもよいのではないか。 
 
人を呼び込むには、話題性のあるイベントを開催すれば、生涯学習推進セン
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事務局 
 
 
 
 
議長：会長 
 
副会長 

ターをもっと知ってもらえると思う。 
 

◇その他 
・生涯学習推進センターは、令和５年４月より社会教育課と統合する。業務運
営の調整を進めているが、市民に影響がないよう進めている。また、生涯学
習推進センター運営協議会は継続していく予定である。 

・任期中最後の会議となる予定だが、変更がある場合は連絡する。 
 

 議事が終了したので、進行を事務局にお返しする。 
 
◇副会長の閉会のことばを以って終了とした。 
 
※閉会後、約３０分にわたり、文化財保護課職員の説明を受け、冬季企画展を
見学した。 
 

 


